
ま ほ ろ ば 秦 野 通 信 

 
 

タイトル 
商工業の未来を支える新東名高速道路 

商工業者がトンネル工事の現場を見学します 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 
７月２１日（木曜日）午後３時～４時１５分 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 
羽根トンネル工事（西坑口）現場（菩提２２７５番付近） 

Ｗｈｏ 

（だれが） 
秦野商工会議所会員 ３０名（会頭：佐野友保） 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

羽根トンネル工事の西坑口から掘削現場までトンネル坑内を

市内の商工業者が歩いて見学します。 

新東名高速道路建設事業は、ＮＥＸＣＯ中日本により、平成

３２年度の全線開通に向けて工事が進められています。 

現在の羽根トンネル（上り線）の掘削状況は、東坑口（寺山

側）が約１，６００ｍ、西坑口（菩提側）が４５０ｍです。 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

秦野市内において、どのような工事が進められているのか、

市内の商工業者が工事の様子や進捗状況等を知り、新東名高速

道路への理解を深める機会を提供します。 

問い合わせ 
建設部国県事業推進課担当：栗原 

電話０４６３（８２）５７４６ 

 

平成２８年７月１９日 

秦野市市長公室広報課 



 新東名高速道路建設事業概要について 

 

１ 概 要 

新東名高速道路は、２１世紀におけるわが国の産業、経済の発展と東西の

交流を支える国家的なプロジェクトとして計画された高規格幹線道路です。

現東名高速道路とのダブルネットワーク化により、高速道路本来の機能であ

る定時性、快適性を確保するとともに、地震や交通事故等の災害時における

代替ネットワークとして、信頼性の確保に大きな役割を果たすものとして事

業が進められています。 

 

２ 進捗状況 

平成 24 年 4 月には、御殿場 JCT～三ヶ日 JCT 間の約 162ｋｍが、ま

た平成 27 年２月には、浜松いなさ JCT～豊田東 JCT の約 55ｋｍが開通

しました。最終的には、2020 年度(平成 32)に秦野市区間（約 10.9ｋｍ）

を含め、海老名南JCT～豊田東JCT間の全長254ｋｍが完成予定である。 

 

３ 秦野市域の概要及び進捗状況 

(1) 区間及び延長 

   寺山～八沢：約 10.9 ㎞ 

  【トンネル 5.6 ㎞(51％)、橋梁 1.7 ㎞(15％)、土工 3.6 ㎞(34％)】 

 

(2) 用地買収の進捗率状況       

ネクスコ中日本区間（新東名本線）  秦野市内全体約 97%  

国交省直轄区間（秦野ＩＣから２４６号接続部）  約 80%  

 

(3) 羽根トンネル工事（掘）の進捗状況（６月末現在） 

東坑口（寺山側）：上り線 約 1,600m、下り線 約 100ｍ 

西坑口（菩提側）：上り線 約 450m、下り線 未着手 

 

■  その他参考（ネクスコとの連携） 

○ 羽根トンネル現場見学会の開催 

地元自治会、団体、夏休み親子見学会（こども育成課）など 

○ 新東名のＰＲ活動 

市民の日、たばこ祭り、ふれあい祭りなどにブースを出展  
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